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「メ タ・ソー シ ャル スキ ル」 の探 索 的研究
石 井 佑可子
1.問 題 と 目的
(1>社 会的 スキル
社会性の一指標 として、社会的スキル(ソ ーシャ
ル スキル)を 有 して いる ことが重要視 されてお り、
犯罪学 ・臨床心理学 ・社会心理学 ・発達心理学 ・
教 育心理学 など様々 な領域で研究が進 め られて い
る。
社会的 スキルの定 義 は未だ に統一されていない。
社 会的 スキ ルと一口 に言 って も、研究者 によって
意 味す るところ ・重 視す る部分が まちまちで ある
(Spitzberg,B.H.&Cupach,W.R.,1988;堀毛、
1990;相 川 、2000の 分類 など参照)。 現在 定義 の
統 一を 目指 す動 きは特 に見 られず、研究者 の意図
に応 じて菊 地(1988)に 見 られ るような 「円滑 な
人 間関係 を進め るよ うな具体的行動」 な どの既存
の定義 に従 って簡潔 に定 めるにとどめ られて いる
よ うであ る。
② 社会 的 スキル研究の流 れ ・広が り
社会的ス キルの定 義が多様 性を もっ背景 には、
社 会的 スキ ル硬究が い くつかの流れを汲んで いる
ことにあ る。 まず臨床の分野 であ る主 張性 訓練 法
(Wolpe,1958)が その中心 の一 っ とな って い る。
主 張性訓練 法でのモ デルに 「スキ ル欠 落モ デル」
が あり、対 人的不適 応状態に陥 ってい る人 に欠 け
て いるもの と して対 入場面での社 会的 スキルが挙
げ られてい る。 もう一っの中心 的研究 は社 会心 理
学 領域で、Argyle(Argyle,1967;Argyle&Ken-
don,1967)の 「社会 的相互 作用 中 に生 起 す る一
連 の個人 的行動 は便 宜的 に運動 スキルと見なせる」
という示唆 か らな る。 大 まか にはこの2っ の流 れ
に分かれ るが、社会 的 スキルの概 念 はその他の分
野で も利 用 され て お り、 発 達 ・教育 心理 学 的研
究にお いて は学 業 成績 と社 会 的 スキ ル との関係
(Hall&Gaeddert,1960な ど)や 、精神遅 滞 の子
どもにおけ る社 会的 スキルの欠如(Doll,1953)
な どが早 くか ら指摘 されて いた。 これ らの複数 の
流 れのたあか社会 的 スキルを取 り上げ る領域 は非
常 に広 く多様 であ る。
近年 で も学 習障害やア スペルガ ー症候群 の人 々
に お け る 社 会 的 ス キ ル の 欠 如(Whitehouse,
Chamberlain&0'brien,2001など)や 、 産業 の
分野 で社会 的スキルの高 さが仕事面 での誠実 さ ・
職 務遂 行 能 力 ・よ り高 い給 料 と関 係 す る こ と
(Witt&Ferris,2003)が 報告 されて い る他 、 電
子 メールや電子掲 示板 な どの コンピューターを介
した コ ミュニケー シ ョンにお ける社 会的 スキルの
影響 が指摘 され る(五 十嵐、2002)な ど、未だ に
その概念 は広範囲 の適応 を説明す るもの と して役
立 っている。
特 に最近 の流 れ と して庄 司(1994)は 「反社会
性 か ら非社会性 へ」 関心 が移行 してい ると指摘す
る。 それと共 に対 人関係 に対 す る社 会的 スキル も
注 目されている といえ る。
また社会的 スキルの大 きな特徴 として学習性を
持っ ことが挙 げ られ るため、訓練 によ って必要な
スキルを身 にっけ ることを 目的 とした ソー シャル
スキル トレーニ ング(Socialskillstraining,以
下SST)の プロ グラムが考案 されている(Argyle,
1967;Trower,Bryant,Argyle,1978など)。 社会
的スキル研究 と同様、SST自 体 もその対 象 を広 げ
てお り、初期 の治療 を目的 としたものだけでなく、
小学校 において学級単位 で行 われ るもの(藤 枝 ・
相川,2001;Zsolnai&Jozsa,2003)や、 大学生
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を対象 に実験 的 に行 われ るもの(相 川、1999)・
大学教育 の一環 として 自ら希望 す る学 生を対象 に
実習形 式 で行 われ る トレーニ ング も増 えて きた
(大 坊 ・栗林 ・中野、2000;後 藤 ・宮城 ・大坊 、
2004な ど)。
③ 社会 的スキルの測 定
社会的 スキルの測定 としてわが国で は自己報告
型 の尺度が現在広 く使用 されてい る。 広 く使用 さ
れている ものの一 つであ る和 田(1991)の 「ソー
シ ャル ス キ ル 尺 度 」 はBurmester,Furman,
Wittenberg&Reis(1988)のinterpersonal
competencequestionnaireを 基 に作 成 され た も
ので、対人課題領域 における言語 的な対人有能性
を 「親密関係維持」 「関係開始」「自己主張」 によ
る3因 子25項 目で測 る形式 とな ってい る。 また、
堀毛(1991)はSpitzberg&Cupach(1988)ら
が分類 した社会 的スキルの段 階の うち行動面 に焦
点 をあて、 デ ィコーデ ィング(解 読)・ エ ンコー
デ ィング(記 号化)ス キルに大別 して尺度項 目に
取 り上 げた(ENDE1)。 現 在 は、 会話 を うま く
すす めるなどの 「記号化」、言葉 が な くて も相 手
のいいたい ことが何 とな く分か るなどの 「解読」、
相手の言 う ことが気 に入 らな くて もそれを態度 に
出さな いなどの 「統制」 の3っ の基本 スキル15項
目か らなるENDE2に 改良 されて いる(堀 毛、
1994)0
これ らの尺度 における項 目か ら、社会的 スキル
と して測定 され ているのは①対象 を設定せず、②
「望 ま しい」 とされ るスキル行動 を③ 実 際 に行 使









効果の維 持 や 日常生 活へ の般化 に関 して は疑問
が残 る と して い る(Marzillier,1978;Trower,
1995;相 川、1999な ど)。 ま た社 会的 スキル 自体
にっ いて もその傾向 は うかが える。 関係継続 の予
期が対人 コ ミュニケーシ ョンに及ぼす影 響につ い
て大学生 を対象 と して調べた実験研究で は、関係
継続の予期 あ り条件 にお いて社会的スキルの効果
が見 られ なかったと して いる(木 村 ・磯 ・大坊、
2004)。 っ まり現在 の ところ、 社 会的 ス キル及 び
その獲得 トレーニ ングはその場限 りの一 時的な効
果を持つ ものにとどまってい るといえ る。 トレー
ニ ング効果 の維持 ・般 化 を高 め るこ とがSSTの
課題 と して残 されてお り、社会的 スキルにつ いて
も、長期的 な対人関係 に効果を持つスキルまで視







精神的健康(Argyle、1967な ど)、 抑 うっ(Seg-
rin&Abramson,1994な ど)、 孤独感(相 川、
























































も、同時に状況 の メタ認 知を的確 に働 かせて いる
ことが不可欠 であろ う。社会 的 スキルや対 人関係
状況 の メタ認知 は 「メタ・ソー シ ャル スキ ル」 の
重要 な要因 として、挙 げ られ る。
「メ タ・ソーシャル スキ ル」 を発 揮 す るた めに
は、 スキルのメ タ認知か ら実際 のスキル行使 まで
い くっか の要素が含 まれ ている。 その概念化 にあ
た って は各段階 の設定 ・整理 をす る必要が ある。
そこで 「メタ・ソー シャルス キル」 の各段 階 に
つ いて、Dodgeの 主張 に従 って彼 自身 が提案 し
たモ デル にな らい、 定 め る こと と した。Dodge
は認知か ら行動が生起す るまでの流れを一連 の情
報処理過程 と して捉え、 複数の ステ ップを設定 し
た社会 的情報処理 モ デル(Dodge,1986;Crick&
Dodge,1994(改 定版))を 提 案 して い る。 改 定
版社会 的情報処理 モデルでは6っ のステ ップが設
定 されて お り、 「1.社 会 的手 が か りの 符 号 化
(内 的 ・外的)」 ～ 「6.行 動実行」 に まで至 る。
また、 このモデルにはそれ らに加 えて過去 の経験
や記憶 か らなる 「デー タベース」 が設定 されてお
り、 それが各 ステ ップと相互 に影響 しあ ってい る
とされ ている。社会的情報処理 モデルは本来子 ど
もの攻撃行動や不適応行動 の生起 を説明す るため
に提案 され た もので あるが、児童期以外 の青年期
に対 して もこの モデルを使 った研究が なされてい
ること(Shahinfar,Kupersmidt&Matza,2001;
久木山、2002な ど)、 攻撃行 動 や不適 応 行動 は対
人関係の中で起 こる行動で あるということ、社会
的情報処理モデル にお いて も状況 に応 じた行動 に
注 目 してい るということなどか ら、「メタ・ソーシャ
ル スキル」 に も十 分応用可能であると考え られる。
そ こで対 象 とす る社会的行 動を社会的 スキ ルに特
化 してモデルにあて はめ、 「メ タ・ソー シャルスキ
ル」 について整頓 した。(同 様 のモデル にArgyle
やDodgeの モ デルを踏 まえ、 社会 的 スキル を過
程 と捉 えた相川 ・佐藤 ・佐藤 ・高山(1993);相 川
(2000)の 「生 成過程 モデル」が ある。)各 段 階や
その具体 的な内容 にっいては以下 のよ うにま とめ
た。i
① 符号化 ・解釈:「 状況 ・関係性の読み取 り」
1'
対人関係場面において、状況 ・相手 との関係













⑤ 行動実行:「 スキルの行使 ・非行使」
選択 したスキルの行使、 しなか ったスキルの
抑制。
⑥ 仲間か らの評価 ・反応:「効果の学習」
相手の反応 ・状況の結果か ら行ったスキルの
効果を学習。
データベース(記 憶 ・獲得されたルール ・社会的
スキーマ ・社会 的知識)
「スキル レパー トリーの把握(多 様性 ・正確性)」
a.多 様性;行 使 す ることの出来 るスキルを多様
に保持 して いること。
b.正 確性;自 分 が行 うことの出来 る社会的 スキ
ルを正確 に把握 して いること。
e.バ ランス;ス キルとして行われるコミュニケー
ションスタイルに、 ポジティブコミュ
ニケー シ ョン ・ネガ ティブコ ミュニ
ケー シ ョンがバ ランスよ く含 まれて
い ること。
「各 スキルの効果 の知識」
ネガテ ィブ・ポジティブに関 わ らず、 自分 が行 う
スキルがど うい う結果(効 果)を 及 ぼすのか にっ
いて自覚 してい ること。
本研究で は、設定 した各段 階の過程 を測定 す る
尺度 を作成す る。 その上 で、社会 的スキル行使 と
社会的適応 との関係 にスキルや状況 の メタ認知 が















調査参加者;18歳 か ら35歳 の大学生 ・専門学生 ら
567人(男 性201人 ・女性366人 、 平均年齢20.37歳)
質問紙の構成2;(A、B共 通)
① 「メタ ・ソーシャルスキル」 に関す る尺度3
[コ ミsニ ケ ーシ ョンスタイル ・状況 のメタ認
知]… 「メタ ・ソーシャル スキル」の行使段階
を除 く各段階 ・デ ータベー スに関す る12項 目。
それぞれの項 目について 「普段の生活で他の人
たち と関わ るときに自分 が どの程度 あて はまる
か」 にっいて全 くあて はま らな い～ とて もあて
はま るまでの4段 階で評 定 させた。
(Aタ イ プのみ)
②[社 会的 スキ ルA]… 堀毛(1994)のENDE2





DifferentialEmotionsScale-IVを翻 訳 した も
の。DES-IVは12種 類 の情動 にっ いて それ ぞれ
3項 目ずつで問 う形式 にな っている。 本研究で
は これ らの12情 動 に加 えてprideに 関す る3項
目を付 け加 えた。計39項 目について 「日常生活
で以下 に挙 げる気持 ちをどの程度感!じるか」を、




翻訳版を使用 した。各項 目にっいて4段 階評定で
回答を求めた。
(Bタ イプのみ)
④[社 会的スキルB]… 和田(1991)の ソーシャ
ルスキル尺度から、2因 子に亘 って因子負荷量
が.35以上であった一項 目を除いた24項 目を使
用 した。回答は4段 階評定で問 うた。
⑤社会的適応の指標





どのくらい感 じますか。」 と教示 し、各項目に
ついて1.け っして感 じない～4.た びたび感
じるの4段 階評定で回答を求めた。(得 点が低
いほど健康)





ます)」 と教示 し、17項 目について1.そ う思
わない～4.そ う思 うの4段 階評定で回答を求
めた。
3.結 果
[メ タ認知尺度]因 子分析 を行 い(重 み付 けの無
い最小二乗 法、 プロマ ックス回転)、 α係 数 ・ス
ク リープロ ッ トテス トの結果1因 子解を採用 した。
α係数か ら、2項 目を除外 した10項 目の合計得点
を 「社会的 スキル ・状況 のメタ認知」得点 と した
(a=.72,Table1)0
[社 会的適応 におけ る社会的 スキ ル行使 とメタ認
知 の関わ り]社 会的適 応 の得点 として、自尊感情、
身 体精神的健 康、対人 依頼感 得点 を算 出 した。D
ESに 関 して は因子分 析 を行 い、得 られたポジティ
ブ情動 因子(誇 り ・興 味 ・喜 び ・驚き)・ ネガティ
Table1コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンス タイ ル ・状 況 の メ タ認
知 尺度 項 目(10項 目、a=.72)












6.そ の場で、どういうやり取 りを したいのか冷静
に考える
7.相 手との立場の違いやこれからの関係 につ いて
意識する
8.実 際にするか しないかは別に して、 その場で自
分がとることのできそうな行動にっいて いくっか
思い浮かべることが多い





ブ情動因子(自 己嫌悪 ・悲 しみ ・罪悪感 ・恐れ ・






Aタ イプ;自 尊 感情(F(1,257)=30.25)とポ
ジティブ情動(F(1,257)=29.36)・ネガ テ ィブ
情動(F(1,257)e255.14)の全 て にお いて、 社
会的 スキル行使の主効果がみ られ た(p〈.01)。
また、 自尊感 情(F(1,257)=5.39,p<.05)と
ポ ジテ ィブ情 動(F(1,257)=7.23,p<.01)に
おいてメ タ認知 の主効 果がみ られた。 さらにネガ
テ ィブ情動 において、社会 的 スキル行使 ×メタ認
知 の交 互作 用 が見 られた(F(1,257)=8.52,p
一42一
<.01)。 社会的 スキル行使 の高低群 ごとに分 析 を
す ると、社会 的スキル行 使低群 でメ タ認知 の主効
果が見 られ(F(1,149)=21.46,P<.01)、スキ
ル行使頻度 が低 い人 においてメ タ認知 が高 くなる
とネガテ ィブ情動 を高め ることが示 された。性別
ごとに分析 した結果、男性 では自尊感情 において
メタ認知 の主効 果(F(1,90)=8.89,p〈.01)・
女性 で自尊感情 における社会 的スキル行使 の主効
果(F(1,164)=86。48,p〈.oi)のみが見 られた。
(Table2)
Bタ イフ゜;身 体 ・精神 的 健康(F(1,244)=38.
98)、 対人信頼(F(1,244)=14.57)両方 にお い
て、社 会的 スキル行使の主効果が見 られ た(p〈 。
01)。 メ タ認知 の主効果 ・交互作 用 は共 に認 め ら
れなか った。性別 ごとに分析 した結果、男性で身
体 ・精神的健康 にお ける社会的 スキル行使 の主効
果(F(1,82)=9.51,p〈.01)と社会 的 ス キル ×
メタ認知の交互作用(F(1,82)=4.39,p〈.05)
が有意 に見 られ た。 メタ認知の高低群 ごとに分 析
す ると、 メタ認知高群 にお ける社 会的 スキル行 使
の主効果が見 られ(F(1,53)=24.34,p<.01)、
メタ認知 が高 く社会 的 スキルを行使 す る頻度 が高
いほど身体 ・精 神的健康 感が高いことが示 された。
女性 では、身体 的 ・精神 的健康(F(1,158)=21.
77)と 対人信頼(F(1,158)=12.74)にお いて
社会的 スキル行使の主効果のみが見 られた(p<
Table2Aタ イプ;メ タ認知 ・社会的スキル高低群に
おける自尊感情 ・ポジティブ情動 ・ネガティ







ポ ジ テ,ブ 情 動 蟹7.°8(1・12)8・ °4(1.61)
局 君羊7.57(1.22)8.47(1.61)





自尊 感 情 壁22・00(一)*23・85(4・12)
局 群 一*26.59(4.30)
ポ ジ テ.ブ 情 動 螢6.33(一)*8・10(1.54)
局 君羊 一*8.70(1.41)







ポ ジテ,ブ 情 動 蟹7・ °9(1・12)7・72(2・10)
局 君羊7.57(1.22)7,39(1.44)
ネ ガ テ,ブ 騒 壁1° ・65(1・22)11.°4(1・64)
局君羊11.49(1.03)10,87(1.06)
*男 性 に お け る 一 は、 そ の群 内 に該 当 す る者 が いなか っ
た た と)。
Table3Bタ イ プ;メ タ認 知 ・社 会 的 スキ ル 高低 群 に
お け る身 体 ・精 神 的 健 康 ・対 人 信 頼 感 の平 均
点(全 体 ・男性 ・女 性)※()内 はSD
全 体
[メ タ認 知][社 会 的 ス キ ル行 使]
低 群 高群
低 群44.88(9.69)39.56(9.47)躰 '精 神 的 顯
離45.63(9.00)39.54(9.48)
一 低 群40.77(5.99)44.00(6.23)対人 信 頼 感
高 群39.44(5.67)42.38(6.46)
男 性
[メ タ認 知][社 会 的 ス キル 行 使]
低 群 高群
躰 榊 的 健康 羅4345:17(9.4°)96(8
.46)41.13(8.37)35.22(7.59)




〔メ タ認 知][社 会 的 ス キ ル行 使]
低 群 高 群
低 群45,55(9.80)39.25(9.74)身 体 精゜ 神 的 鹸
高 群45.25(9.79)36.73(8.18)











健康)で 見 られた。男性 における身体 ・精神的健
康感は、メタ認知 ・社会的スキル行使 ともに高 く
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101人、女性183人 ・Bタ イプ回答者;男 性100人 、女
性183人)
3他 に、「ポジティブ・ネガティブスキルの行使頻度1
を親密性に分けて回答を求めたが、今回の分析には
使用 しなかった。
(修士課程)
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